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 前の時間までに、「８＋３や９＋４」など、たされる数の方が大きい場合の計算を学習してきまし

た。今回の授業は、たす数の方が大きい場合の計算「３＋９」の仕方について考え、さくらんぼ計算

をして 10のまとまりを作って計算したり、100珠そろばんを使って答えを導き出したりしていました。 

 

校内研究授業 １０／１０（水） 

１年算数「たしざん」 

指導者  

ねらい「１位数どうしの繰り上がりのあるたし算で、  

被加数を分解して計算する方法がわかる。」  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業研究会では、 

                         「さくらんぼ計算をして 10のまと 

まりを作り、いろいろな計算の仕方 

に意欲的に取り組んでいた。」と 

いう意見が出されていました。 

 

つ
か
む 

１.「めあて」をも

とう 

２.「見通し」をも

とう 

３.自分で解いて

みよう 

４.ともだちと 

相談しよう 

５.みんなで 

話し合おう 

 

６.「まとめ」をし

よう 

７.問題を解いてみ

よう 

８. ふりかえり を

しよう 

 

追
究
す
る
・
深
め
る 

 

ま
と
め
る 

問題「功子先生が赤い実を３個拾いまし

た。圭祐先生が９個拾いました。赤い実

は合わせて何個ですか。」子供たちから

「３＋９」の式が出され、今日の学習のめ

あてを考えました。 

たされる数をさくらんぼにする

方法と、たす数をさくらんぼに

して 10のまとまりを作る方法

が出され、どちらが計算しやす

いか話し合いました。 

たす数の方が大きな「たしざ

ん」は、「前の数をさくらんぼに

すれば、計算しやすい。」とい

うことがわかりました。 

まずは、一人で答えの出し方

を考えました。さくらんぼ計算

でやってみました。 

まとめをしたあと、「４＋９」の

問題に取り組みました。 

１００珠そろばんを使って計算の

仕方を発表してくれました。 

めあて 

「大きいかずがうしろにあるけいさんはど

うやるの。」 


